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マイナンバーカードをめぐる政府の主張を解説する

西山裕康理事長（奥中央）

（
２
面
へ
つ
づ
く
）

　
北
摂
・
丹
波
支
部
は
７
月
29
日
、

三
田
市
で
第
35
回
支
部
総
会
を
開

催
。
22
年
度
活
動
の
ま
と
め
と
23

年
度
活
動
方
針
を
確
認
し
た
。
総

会
議
事
・
記
念
講
演
に
９
人
が
参

加
し
た
。　

　

中
西
透
支
部
長
は
、
「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
を
皮
切
り

に
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
状
況
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

来
年
は
、
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
ト

リ
プ
ル
改
定
の
年
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
と
人
件
費
の
上
昇
に

よ
り
医
療
機
関
の
支
出
は
増
加
し

て
い
る
。
診
療
報
酬
の
抜
本
的
な

引
き
上
げ
と
国
庫
負
担
の
改
善
を

求
め
た
い
。
引
き
続
き
、
会
員
の

興
味
、
関
心
に
沿
っ
た
支
部
企
画

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
し
、
支

部
活
動
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

策
で
は
目
標
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と

を
デ
ー
タ
で
示
し
た
。
気
候
危
機
は
人

権
侵
害
を
含
む
重
大
な
問
題
と
の
認
識

を
高
め
、
地
域
に
根
差
し
た
再
生
エ
ネ

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
８
月
６
日
、
三

田
市
内
で
市
民
公
開
企
画
と
し
て
映
画

会
と
学
習
会
を
開
催
し
、
50
人
が
参
加

し
た
。 

　

今
年
は
、
気
候
変
動
を
止
め
る
気
候

活
動
家
た
ち
の
挑
戦
に
密
着

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
気
候
戦
士
～
ク
ラ
イ
メ
ー

ト
・
ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
ズ
～
」

を
上
映
。

　

学
習
会
で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
山
本
元
氏
が
「
気
候
危
機

と
日
本
の
課
題
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

　

山
本
氏
は
、
近
年
の
地
球

温
暖
化
は
人
間
活
動
が
主
な

原
因
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
人
の
関
心
度
は
世
界
で
み
て

も
極
端
に
低
く
、
気
候
変
動
対
策
が
生

活
の
質
を
脅
か
す
と
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
日
本
政
府
が
掲
げ
る
脱
炭
素
政

　 気候変動は   

     人権侵害を含む重大な問題

北摂・丹波支部ニュース

第 35 回支部総会開く
「医療ＤＸ」をテーマに西山理事長が講演

【支部長】　　 中西　 透  （三田市）

【副支部長】　 安部　治郎（三田市）　小寺　 修 （三田市）　

　　　　　　 武中　睦美（三田市）　

【幹事】　　

（三田市）　　 大槻　榮人　　岡本　晴夫　　木村　忠史

　　　　　　 武本　淑子　　廣瀬　 智 　　福田　隆光

（丹波篠山市） 多幡　秀隆　　増田　耕一 　

（丹波市）　　 水野　良司

（敬称略・地区五十音順）

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
中

西
透
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
義
務
化
か
ら
は
じ
ま

る
医
療
Ｄ
Ｘ
」
を
テ
ー
マ
に
、

西
山
裕
康
協
会
理
事
長
が
講

演
。
国
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ
は

医
療
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で

営
利
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
拡
大
と
新
た
な
利
権
構
造

を
つ
く
る
ほ
か
、
国
が
負
担
と

給
付
の
情
報
に
基
づ
い
て
さ
ら

な
る
患
者
・
国
民
負
担
を
強
い

る
狙
い
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の

切
り
札
と
し
て
健
康
保
険
証
の

廃
止
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

カ
ー
ド
の
取
得
・
利
用
・
管
理

が
困
難
な
人
が
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
し
、
現
行
の
保
険

証
を
残
す
運
動
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

　

終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
西
山

理
事
長
を
囲
み
、
協
会
活
動
や
日

常
診
療
を
話
題
に
活
発
な
意
見
交

換
で
交
流
を
深
め
た
。

市民公開企画　映画上映会＆学習会

司
会
を
務
め
る
小
寺
修
副

支
部
長(

右
）
と
講
師
の

山
本
元
氏
（
左
）

北摂・丹波支部役員体制
　（2023 年 7 月～ 2025 年 6 月）
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北
摂
・
丹
波
支
部
は
歯
科
部
会
と
共
催
で
８
月
６
日
に
丹
波
市
の
柏

原
自
治
会
館
に
て
歯
科
「
診
断
力
」
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

「
口
腔
粘
膜
疾
患
の
診
断
、
高
齢
有
病
者
の
歯
科
治
療
と
病
診
連
携
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科

部
長
の
竹
内
純
一
郎
先
生
が
講
演
し
、
15
人
が
参
加
し
た
。
参
加
し
た

荻
野
隼
人
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。　

前
半
は
高
血
圧
や
心
疾
患
な

ど
の
基
礎
疾
患
を
持
つ
高
齢
者

に
対
し
て
の
歯
科
治
療
時
の
、

特
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
等

を
、
基
本
的
な
内
容
で
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

高
血
圧
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
血
圧
が
高
い
と
何
が

問
題
に
な
る
の
か
、
ま
た
服
用

さ
れ
て
い
る
薬
剤
を
も
と
に
患

者
の
状
態
を
考
察
す
る
こ
と
も

有
病
高
齢
者
の
歯
科
治
療
と

病
診
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
学
ぶ

感想文

判断に迷ったら早めに病院に紹介を、と語る 

竹内純一郎先生 (写真中央奥）

職員さんも参加いただけます！

　政府は 6月、現行の健康保険証を 2024 年秋に廃止し、マイナ
ンバーカードに一本化する法案を可決成立させました。
　しかし、トラブルが続出し、多くの患者・国民が不安を抱えて
います。健康保険証が廃止されれば、マイナンバーカードを持た
ない人は公的保険診療から遠ざけられる結果となりかねず、国民

皆保険制度の下で守られている国民
のいのちと健康が脅かされます。
　保団連・協会は秋の国会に向けて、
現行の健康保険証を残すことを求め
る新しい署名に取り組みます。ぜひ
署名にご協力下さい。

「保険証廃止はありえない！」

　　　　　　　　　新たな署名にご協力ください

署名活動にご協力下さい！

署名用紙、 垂れ幕のご注文は

　　　　TEL078-393-1807まで

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
治
療

に
お
い
て
準
備
を
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
等
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
日
々
の
臨
床
に
お
い

て
見
ら
れ
る
口
腔
粘
膜
疾
患
に

つ
い
て
で
し
た
。

　

口
腔
が
ん
と
の
鑑
別
に
つ
い

て
の
知
識
の
整
理
や
、
早
期
発

見
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
視

診
、
触
診
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
判
断
に
迷
う
よ

う
な
症
例
は
、
自
分
だ
け
で
抱

え
込
ま
ず
に
早
め
に
紹
介
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

丹
波
市
で
は
初
め
て
開
催
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
15
人
の
参
加

者
で
し
た
が
、
地
元
の
連
携
先

で
あ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
の
竹
内

先
生
の
講
演
で
あ
っ
た
た
め
、

終
了
時
の
質
疑
応
答
も
行
い
や

す
く
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
日
々
の
臨
床
に

歯
科
「
診
断
力
」
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
in
丹
波

役
立
つ
こ
の
よ
う
な
機
会
が
継

続
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

【
丹
波
市
・
荻
野　

隼
人
】

　日　時　10 月 21 日 ( 土 ) 18 時～ 20 時 

　講　師　済生会兵庫県病院 歯科口腔外科部長　尾古  俊哉 先生

　会　場　三田市・キッピーモール６階  

　参加費　無料　　※終了後、講師を囲んで懇親会  （参加費 5,000 円）

歯科 「診断力」スキルアップセミナー in 三田

ル
ギ
ー
を
普
及
し
、
危
険
な
原
発

か
ら
の
脱
却
と
脱
炭
素
社
会
へ
の

早
期
実
現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
単

位
の
自
治
体
に
働
き
か
け
る
必
要

を
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
行
動
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
と
て
も
強
く
表
現

さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
は
自
分
に
出

来
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
」
「
気

気候変動は人類への脅威であり緊急な対策が求められている。しかし

ドナルド・トランプ大統領は、気候変動抑制に関する国際協定パリ協

定から脱退を宣言し、石炭復活策を進めるなど時代と逆行した行動を

重ねている。他方、アーノルド・シュワルツェネッガー元カリフォル

ニア州知事は、州知事時代に温暖化効果ガスは汚染物質だと認めさせ

るために米国政府機関を提訴。17歳の先住民でヒップホップ・アーティ

ストのシューテスカット ･マルティネスは、人類の生存を揺るがす喫

緊の課題に立ち向かう若手の気

候活動リーダーだ。彼も若者達

と気候変動に消極的な米国政府

を提訴している。太陽光、揚水、

水素やバイオガス発電など再生

可能エネルギー 100％転換のため

の技術は揃っている。映画『第 4

の革命』の成功から 7年。カー

ル -A・フェヒナー監督が気候変

動を阻止するために制作した渾

身のドキュメンタリー。

監督：カール -A・フェヒナー　

共同監督：ニコライ・ニーマン

制作：フェヒナー・メディア　

配給：ユナイテッドピープル

2018 年 / ドイツ /86 分

候
危
機
は
地
球
の
問
題
な
の
に
日

本
人
の
危
機
意
識
が
低
い
。
猛
暑

の
ニ
ュ
ー
ス
の
際
は
熱
中
症
の
注

意
だ
け
で
な
く
温
暖
化
の
原
因
に

つ
い
て
も
報
道
し
て
欲
し
い
」「
山

紫
水
明
と
言
わ
れ
た
日
本
だ
が
、

子
孫
ら
の
時
代
は
ど
う
な
る
の
か

心
配
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

◆映画『気候戦士～クライメート・ウォーリアーズ～』概要 （
１
面
か
ら
続
き
）

協力のお願いを待合室に掲

示（三田市・小寺歯科医院）


